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               ⽇本機械⼟⼯協会 

福利厚⽣の共済制度・ご案内  

 
 日本機械土工協会は昭和 61 年より業界の近代化を進めるため「機械土工工事業界」

の構造改善事業を実施してまいりました。構造改善事業を推進すると働く従業員にかか

る負担が重くなることから、国の指導で従業員に対する福利厚生事業を実施することが

義務化され、以下の事業を立ち上げ実施しています。 

 

 第二次構造改事業の福利厚生事業として、24 時間

保障の団体定期保険(生命保険)を平成 7 年 10 月に立

ち上げました。また、労災上乗せの業務災害補償保険

(損害保険)を平成 20 年 10 月に導入し、さらに損害保

険のもうひとつの柱である第三者賠償責任保険(損害

保険)を平成 24 年 10 月に立ち上げました。 

 さかのぼって、昭和 61 年 4 月、第一次構造改善事

業の中で、日本機械土工厚生年金基金を設立しました。 

 

 

 

同基金は、リーマンショック等の時代を経て解散し

ていく基金が多い中、平成 30 年 7 月に厚生年金部分

を国に返上して、日本機械土工企業年金基金として存

続し、会員企業従業員の老後の生活の安定に役立って

います。 

 会報「機械土工」の再開にあたり、福利厚生制度

を紹介していきます。                  (担当・北澤) 

 

 

 

 

 

 

 

 

冊子テンプレート 
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●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 
 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲で 

ダブルクリック）より色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1P ごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

   

 

 

    〖お 知 ら せ〗 

 

        国土交通省及び都道府県が主催する「建設業取引適正化推進月間」が 10 月１日から 12 月 28 日までの 

３か月間にわたり実施されています。平成 22 年度以降、毎年 11 月を同月間と定めて建設業取引の適正化 

に関する講習会等を集中的に開催していましたが、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じ 

ることにより、各講習会等の参加人数を抑制する必要が生じているため、期間を拡大して実施されます。 
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    〖お 知 ら せ〗 
 

 

          総務省・経済産業省が５年に一度実施している「経済センサス-活動調査」が全事業所・企業を 

         対象に令和３年６月に実施されます。 

          調査を円滑に進めるための事前確認票が 10 月下旬から順次、送付されますので会員各社の 

         皆さまにおかれましても、ご協力をお願いいたします。 
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●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

 

 

      

   〖新(賛助)会員紹介〗 
      ９⽉ 15 ⽇に開催された理事会において承認され、賛助会員に新たな仲間が増えました。 

          新光重機 株式会社 

          所在地・千葉市中央区 
          代表者・中尾 繁昭 代表取締役 

〖編集後記〗 

 第 1 号を発刊しております。Ｂ５版で５２ページ
にも及び、編集後記には「このたび、「機械⼟⼯」という名で機関誌を作り、広く業界関係の記事を編集し
たいと考え、まずこの第１号を試作してみました。今後下記事項を取扱って⾏きたいと考えております。①
各調査資料②施⼯関係③新機種④現場情報⑤会員間の意⾒の交換、その他」と書かれております。タイプラ
イターで打たれており、⽂章はおそらく、当時専務理事・事務局⻑を務めておりました⼭下哲之助⽒が書い
たものと思われます。その後、第 5 号までは⽉刊誌として、第 6 号からは隔⽉の発⾏となっており、昭和 54
年 1・2 ⽉号（通巻 19 号）まで発⾏されております。
 その後は昭和 57 年 1 ⽉号（第 23 巻・第 1 号）として、当時出版されていた「⽉刊けんせつ・⻄村代表
者」の巻頭に 8 ページを挟み込む形で発刊され、昭和 59 年 11 ⽉号（第 25 巻・第 11 号）まで続いておりま
した。 
 また、昭和 60 年 1 ⽉（第 21 巻・第 1 号）からは⽉刊誌「建設機械・⽇本⼯業出版」の巻頭に同様 8 ペー
ジを挟み込む形で発刊し、平成４年２⽉号（第 29 巻・第２号）で終わっております。（なお平成 3 年 10 ⽉
号より編集⼈保坂益男） 
 なお、平成 4 年 3 ⽉号よりは、協会が直接出版する⽉刊誌・会報「機械⼟⼯・通巻 169 号」として 24 ペ
ージ⽴て B5 版で復刊しました。平成 15 年 1 ⽉号（通巻 297 号）からはＡ４版と⼀回り⼤きくなり出版を続
けておりました。しかし、平成２２年３⽉号（通巻 383 号・編集⼈保坂益男）で、皆様に休刊のお知らせも
なく出版が途切れてしまいました。 
 出版を継続できなかったことにつきましては、編集⼈として、また協会事務局の実質責任者として誠に申
し訳なく、⼼からお詫び申し上げます。 
 反省の上にたって、このたび令和 2 年 10 ⽉号（通巻 38４号）から再度復刊に挑戦すべく出版に漕ぎ着け
ました。今後再度皆様の情報源として、また機械⼟⼯業界のＰＲ誌としての役割を担うため、協会のホーム
ページ欄にも公表したいと存じます。「会員の意⾒・声」等いただければ幸いです。 

            ・編集⼈保坂益男拝 
 

  ※会報誌「機械⼟⼯」は毎⽉ 15 ⽇発⾏予定です。皆様からの情報提供および投稿をお待ちしており
ます。なお、投稿の際は毎⽉⽉末までにお願いします。(担当・総務 北澤、桶⾕) 
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協会会報「機械⼟⼯」は、昭和 50 年 8 ⽉（1975 年）に
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